
ホ
ノ
ル
ル
市
の
近
郊
農
業
地
区
マ
ノ
ア
に
お
け
る
戦
前
の
日
本
人

飯

田

耕
二
郎

は
じ
め
に

ホ
ノ
ル
ル
市
の
マ
ノ
ア
地
区
は
前
号
（

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀

要

第
一
二
号
）
で
紹
介
し
た
モ
イ
リ
リ
地
区
の
東
北
側
に
あ
た
り
山
に
近
く
渓

谷
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
今
で
も
田
園
風
景
の
残
る
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
に
戦

前
か
ら
日
本
人
が
多
数
居
住
し
、
お
も
に
野
菜
や
草
花
を
栽
培
し
て
ホ
ノ
ル
ル
の

市
場
に
出
荷
し
て
い
た
、
い
わ
ば
近
郊
農
業
地
域
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
マ
ノ

ア
地
区
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
物
や
当
時
の
新
聞
記
事
、
日
本
人
年
鑑
あ
る
い
は

彼
等
が
残
し
た
日
誌
や
回
想
記
な
ど
を
利
用
し
て
、
こ
こ
に
住
ん
だ
日
本
人
が
い

つ
ご
ろ
か
ら
ど
の
よ
う
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

マ
ノ
ア
地
区
の
概
況

ま
ず
、
一
九
二

年
発
行
の

最
新
布
哇
案
内

（
布
哇
案
内
社
）
で
当
時
の

マ
ノ
ア
地
区
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

【
マ
ノ
ア
谿
】（
一
名
虹
の
谷
）

市
の
東
方
に
当
っ
て
居
る
。
頗
る
伝
説
に

富
ん
だ
谿
で
、
今
は
白
人
富
豪
の
住
宅
地
と
成
て
居
る
。
其
家
屋
と
庭
園
は
何

れ
も
華
麗
を
競
ひ
、
宛
然
一
大
公
園
の
感
が
あ
る
。
殊
に
道
路
の
完
備
せ
る
事

は
ホ
ノ
ル
ル
市
一
等
で
、
下
町
抔
に
は
容
易
に
、
比
す
べ
き
処
が
な
い
。
此
谿

に
入
る
と
、
緑
の
色
ま
で
鮮
か
に
生
き
生
き
と
し
、
幽
邃
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も

の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
七
八
月
の
交
は
並
木
の
ボ
ー
ケ
ン
べ
リ
ア
の
花
が
、
万

緑
中
に
真
紅
を
染
め
て
居
る
。
ホ
ノ
ル
ル
に
於
て
一
番
雨
の
多
い
谷
で
、
従
っ

て
名
物
の
お
天
気
時
雨
が
多
く
、
虹
を
毎
日
の
や
う
に
見
せ
て
居
る
。
緑
の
色



の
美
し
い
の
も
、
此
雨
の
為
め
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
四
時
暑
気
を
感
ぜ
ず
、
寧

ろ
ソ
ゾ
ロ
寒
さ
を
覚
ゆ
る
気
候
の
よ
い
処
で
あ
る
。

マ
ノ
ア
を
遊
覧
せ
ん
と
す
る
者
は

マ
ノ
ア
遊
覧
は
自
動
車
に
越
し
た
も
の

は
な
い
。
け
れ
ど
馬
車
亦
可
、
電
車
共
に
よ
い
の
で
あ
る
。
電
車
な
れ
ば
只
其

一
線
の
空
気
に
接
す
る
の
外
は
な
い
。
そ
れ
で
も
マ
ノ
ア
の
風
物
に
酔
ふ
事
は

出
来
る
。
下
町
か
ら
電
車
で
遊
ば
ん
と
す
る
も
の
は
、
先
ず
プ
ナ
ホ
ー
行
に
乗

る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
マ
ノ
ア
行
は
此
処
で
乗
り
換
へ
る
の
で
あ
る
。（
中

略
）
そ
れ
に
乗
る
と
、
直
ぐ
に
風
致
が
よ
く
な
っ
て
来
る
。
或
る
人
が
之
れ
か

ら
奥
が
人
間
の
住
む
処
抔
と
、
皮
肉
っ
た
話
さ
え
あ
る
。
実
に
何
と
も
云
へ
な

い
、
涼
し
い
風
が
吹
き
、
身
が
引
緊
ま
っ
て
来
る
。
清
い
景
色
に
打
た
れ
て
十

分
計
り
も
走
る
と
、
終
点
に
達
す
る
。
谿
は
ま
だ
奥
へ
深
い
、
が
、
終
点
か
ら

は
住
宅
が
少
な
く
な
っ
て
、
同
胞
等
の
野
菜
園
で
充
た
さ
れ
、
田
園
生
活
者
計

り
で
あ
る
。
徒
歩
で
行
け
ば
三
四
十
分
で
、
其
谷
の
ド
ン
底
に
達
す
る
。
路
傍

に
は
オ
ヒ
ア
の
野
生
樹
が
繁
茂
し
て
、
八
九
月
の
候
に
な
る
と
盛
ん
に
実
を
結

ん
で
居
る

（

）
。（
傍
線
は
筆
者
）

マ
ノ
ア
地
区
は
市
の
東
方
に
あ
り
、
中
心
部
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
と
は
違
っ
て
田

園
風
景
が
広
が
り
、
さ
な
が
ら
避
暑
地
の
よ
う
で
、
当
時
は
白
人
を
中
心
と
し
た

富
豪
の
邸
宅
が
並
ん
で
い
た
。
ま
た
日
本
人
も
谷
の
奥
の
方
で
野
菜
な
ど
栽
培
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図

は
武
居
熱
血

ホ
ノ
ル

繁
昌
記

（
本
重
眞
壽
堂
、
一
九
一
一
年
）
に

収
め
ら
れ
て
い
る
地
図
の
う
ち
、
マ
ノ
ア
地
区
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
当
時

は
谷
奥
の
方
は
住
居
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
か
、
モ
イ
リ
リ
に
近
い
部
分
の

み
住
宅
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
も
白
人
の
邸
宅
が
所
々
に
点
在
し
、

日
本
人
の
家
も
ま
だ
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
マ
ノ
ア
日
本

人
小
学
校
が
官
立
の
小
学
校
の
傍
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
。

一
九
二

年
代
に
な
り
日
本
人
を
中
心
に
し
て
次
第
に
人
口
が
増
加
し
て
い
っ

た
。
一
九
三

年
の
米
国
国
勢
調
査
に
よ
る
と
山
に
近
い
上
部
マ
ノ
ア
（

）
地
区
で
日
本
人
は
一

八
九
人
で
全
体
人
口
の
四
六
・
七
％
、
ま
た

モ
イ
リ
リ
に
近
い
低
地
マ
ノ
ア
（

）
地
区
で
は
二
二
六

人
で

全
体
人
口
の
四
七
・
八
％
を
占
め
、
い
ず
れ
も
半
数
近
く
が
日
本
人
で
あ
っ
た
。

二

二

世
紀
初
頭
の
日
本
人

に
み
る
日
本
人
と
日
本

語
学
校

ま
ず
右
記
の
英
文
の
書
物
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
区
へ
の
入
植
の
経
緯
と
日
本
語

学
校
の
設
立
に
つ
い
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
マ
ノ
ア
の
日
本
人
と
日
本
語
学
校

一
世
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
移
民
の
最
初
の
世
代
は
、
最
後
の
主
要
な
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
マ
ノ
ア
谷
に
移
っ
て
き
た
。
日
本
人
よ
り
先
に
来

た
中
国
人
と
同
様
に
、
或
る
一
世
達
は
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
離
れ
て
、

当
時
ア
ジ
ア
移
民
に
開
放
さ
れ
た
職
業
を
探
そ
う
と
し
て
い
た
。
農
業
や
家
畜
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図 マノア方面地図

ホノルル繁昌記 （ 年）にもとづき原寛氏が作図



の
飼
育
、
熟
練
・
未
熟
練
労
働
の
勤
め
口
、
家
庭
奉
公
な
ど
で
あ
る
。
マ
ノ
ア

に
最
初
に
や
っ
て
き
た
日
本
人
は
お
そ
ら
く
世
紀
転
換
期
の
頃
で
あ
り
、
一
世

夫
婦
が
マ
ノ
ア
に
来
て
、
カ
レ
ッ
ジ
・
ヒ
ル
地
域
の
新
し
い
ハ
オ
レ
（
白
人
）

居
住
者
の
家
庭
奉
公
人
と
し
て
働
い
た
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
離
れ
る
や
い

な
や
男
達
は
雑
役
夫
や
庭
師
と
な
る
一
方
、
彼
等
の
妻
は
料
理
人
、
子
守
、
洗

濯
人
と
し
て
仕
え
た
。
こ
れ
ら
一
世
の
家
族
の
多
く
は
子
供
の
時
に
次
の
よ
う

な
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
に
は
食
卓
に
塩
魚
し
か
な

か
っ
た
が
、
雇
い
主
の
家
か
ら
の
残
り
物
と
し
て
時
々
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
や

ハ
ム
を
楽
し
ん
だ
。

耕
作
す
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
た
マ
ノ
ア
谷
の
中
央
に
住
ん
だ
日
本
人
は
、

し
ば
し
ば
東
マ
ノ
ア
・
ロ
ー
ド
の
店
や
家
庭
奉
公
か
ら
の
収
入
を
得
た
。
一
九

一
七
年
に
生
れ
マ
ノ
ア
に
永
く
住
ん
で
い
た
或
る
日
本
人
は
、
現
在
ノ
エ
ラ

ニ
・
ス
ク
ー
ル
（
地
図

の
欄
外
下
中
の
辺
り
）
の
あ
る
地
域
に
あ
っ
た
マ

グ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
日
本
人
居
住
地
で
育
っ
た
。
彼
の
父
は
パ
ロ
ロ
谷

か
ら
数
家
族
の
雑
役
夫
に
な
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
。
母
は
洗
濯
を
引
受
け

た
。
彼
は
思
い
出
し
て
言
っ
た
。

本
当
に
そ
れ
で
私
達
の
生
計
を
立
て
て
い

ま
し
た

。
他
の
マ
ノ
ア
の
住
人
は
洗
濯
屋
の
独
特
の
臭
い
を
覚
え
て
い
る
。

マ
ノ
ア
で
よ
く
降
る
雨
の
た
め
、
洗
濯
物
は
家
の
中
や
軒
先
で
乾
か
し
た
。

こ
れ
ら
洗
濯
女
の
家
の
多
く
は
二
層
で
あ
っ
た

と
マ
グ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
プ

の
住
人
は
思
い
出
し
て
言
っ
た
。

階
上
部
分
は
家
族
用
で
、
踏
み
固
め
た
地

面
の
階
下
部
分
は
洗
濯
物
を
干
す
た
め
に
あ
っ
た
。
そ
の
臭
い
は
土
の
よ
う
で

あ
っ
た

。
洗
濯
物
は
息
子
た
ち
に
よ
っ
て
手
押
し
車
で
集
め
ら
れ
、
配
達
さ

れ
た
。

二
世
で
あ
る
日
本
人
の
子
供
達
は
、
日
本
語
学
校
と
同
様
に
ア
メ
リ
カ
ン
・

ス
ク
ー
ル
に
通
う
一
方
、
彼
等
の
両
親
を
手
伝
う
こ
と
を
義
務
と
し
て
期
待
さ

れ
た
。
マ
グ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
プ
で
育
っ
た
或
る
二
世
は
、
マ
ノ
ア
・
ス
ク
ー
ル

の
後
、
日
本
語
学
校
に
行
か
さ
れ
た
の
で
、
午
後
は
三
時
以
降
に
始
ま
っ
た
。

（
中
略
）
マ
ノ
ア
に
お
け
る
最
初
の
日
本
語
学
校
は
一
九
一

年
、
一
三
家
族

が
一
緒
に
リ
リ
オ
カ
ラ
ニ
信
託
か
ら
借
り
た
東
マ
ノ
ア
・
ロ
ー
ド
沿
い
の
土
地

で
創
立
し
た
。
創
設
者
の
一
人
が
オ
キ
ム
ラ
・
コ
ウ
イ
チ
で
、
マ
ノ
ア
日
本
語

学
校
の
管
財
人
と
し
て
、
ま
た
永
年
に
わ
た
っ
て
学
務
委
員
会
の
委
員
長
と
し

て
尽
力
し
た
。
彼
の
息
子
の
ケ
ン
ジ
ら
一

人
の
子
供
達
は
結
局
、
日
本
語
や

文
化
を
学
ぶ
放
課
後
の
学
校
に
通
っ
た
。
学
校
は
一
九
一

年
一
一
月
三
日
に

一
二
人
の
生
徒
で
始
ま
っ
た
。
東
マ
ノ
ア
・
ロ
ー
ド
二
八

四
の
地
で
、
木
造

の
建
物
、
二
ク
ラ
ス
で
設
立
し
た
。
マ
ノ
ア
の
二
世
の
急
激
な
増
加
に
つ
れ
、

学
校
も
大
き
く
な
っ
た
。
一
九
二
三
年
で
は
一
七

人
の
生
徒
と
三
人
の
先
生

が
い
た
。
一
九
三
一
年
に
は
、
谷
に
推
定
で
一

の
家
庭
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
八

が
白
人
で
一

の
中
国
人
、
日
本
人
の
家
族
は
一
七
三
に
増
え
て

い
た
。
多
く
の
家
庭
で
は
七
人
か
そ
れ
以
上
の
子
供
が
お
り
、
日
本
語
学
校
は

必
然
的
に
土
地
の
範
囲
と
設
備
を
拡
大
し
た
。

一
九
二
九
年
、
日
本
語
学
校
は
借
り
て
い
た
マ
ノ
ア
の
土
地
を
買
う
機
会
が

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
地
所
を
い
つ
ど
の
よ
う
に
購
入
す
る
か
を
め

ぐ
っ
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
間
で
意
見
の
相
違
が
起
こ
っ
た
。
一
派
閥
が
分
離

し
て
マ
ノ
ア
平
和
学
園
と
い
う
別
の
日
本
語
学
校
を
設
立
し
た
。
新
し
い
学
校
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は
ハ
ウ
パ
ラ
通
り
に
取
得
し
た
地
所
に
位
置
し
、
元
の
地
所
か
ら
二

ヤ
ー

ド
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
生
徒
の
約
半
分
は
新
し
い
学
校
に
去
っ
て
行
っ
た
。

教
育
の
重
要
さ
は
有
益
な
結
果
と
な
っ
た
。
マ
ノ
ア
・
ス
ク
ー
ル
と
同
じ
よ

う
に
日
本
語
学
校
へ
出
席
し
て
、
二
世
は
高
い
動
機
を
与
え
ら
れ
、
野
心
的
な

世
代
と
な
っ
た
。
一
九
三
一
年
に
ハ
ワ
イ
大
学
に
登
録
し
た
一

四
六
人
の
学

生
の
う
ち
、
三
九
五
名
が
日
本
人
の
血
統
で
あ
っ
た
。（
以
下
略
）
（

）
（
括
弧
内

は
筆
者
。
筆
者
訳
）

以
上
の
記
述
は
、
主
に
低
地
マ
ノ
ア
に
つ
い
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二

世

紀
の
初
頭
に
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
日
本
人
は
白
人
家
庭
の
奉
公
人
と
し
て
働
い

た
。
次
第
に
日
本
人
が
増
え
て
一
九
一

年
に
日
本
語
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
図

に
み
え
る
日
本
人
小
学
校
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
一
年
に
お
け
る
日
本
人

の
家
族
数
一
七
三
は
、
お
そ
ら
く
前
述
の
国
勢
調
査
の
低
地
マ
ノ
ア
に
相
当
す
る

地
域
の
数
字
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
文
中
の
オ
キ
ム
ラ
・
コ
ウ
イ
チ
は
山
口
県

出
身
の
沖
村
幸
吉
の
こ
と
と
思
わ
れ
、

防
長
人
士
発
展
鑑

（
一
九
三
六
年
）
に

よ
れ
ば
、
原
籍
地
は
玖
珂
郡
柳
井
町
（
現
在
の
柳
井
市
）、
現
在
地
は
ホ
ノ
ル
ル

市
東
マ
ノ
ア
、
職
業
は
花
作
業
と
な
っ
て
い
る

（

）
。

一
九
一
二
年
の
日
本
人
年
鑑
に
み
る
マ
ノ
ア
地
区
の
日
本
人

布
哇
日
本
人
年
鑑

第
一

回
（
布
哇
新
報
社
、
一
九
一
二
年
）
の

在
布

日
本
人
々
名
録

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
で
ホ
ノ
ル
ル
府
の
マ
ノ
ア
在
住
者
は
一

五
名
。
う
ち
勝
沼
富
蔵
（
移
民
局
通
弁
お
よ
び
獣
医
）
と
尾
崎
三
七
（
尾
崎
商
店

主
）
の
二
人
は
当
時
の
有
名
人
で
マ
ノ
ア
に
住
宅
が
あ
っ
た
。
一
九
一
一
年
の
地

図
（
図

）
に
も
彼
等
の
住
宅
が
み
え
る
。
勝
沼
住
宅
は
モ
イ
リ
リ
に
近
く
、
尾

崎
宅
は
西
側
の
山
麓
で
あ
る
。
ま
た
、
奥
の
方
に
み
え
る
牧
野
住
宅
の
持
ち
主
は

布
哇
報
知
社
長
の
牧
野
金
三
郎
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
住
所
は
ホ
テ
ル
街
で
職
業

は
薬
店
並
通
弁
と
な
っ
て
い
る
（

）
。
ま
た
地
図
中
の
澤
井
は
二
名
記
載
さ
れ
、
一
人

は
尾
崎
商
店
員
、
も
う
一
人
は
ペ
（
イ
）
ン
タ
師
で
、
い
ず
れ
も
広
島
出
身
と
あ

る
。
そ
の
他
の
日
本
人
は
白
人
コ
ッ
ク
三
名
、
農
園
主
三
名
、
牛
乳
搾
・
荷
馬
車

業
が
各
二
名
、
庭
園
係
が
各
一
名
で
あ
る
。
や
は
り
白
人
の
雇
用
と
農
業
が
主
で

あ
る
。

三
、
一
九
二

年
代
以
降
の
状
況

に
み
る
日
本
人
農
家

日
本
人
は
次
第
に
マ
ノ
ア
谷
の
奥
、
つ
ま
り
上
部
マ
ノ
ア
地
区
に
居
住
す
る
よ

う
に
な
り
、
一
九
二

年
頃
か
ら
主
に
農
業
に
従
事
し
た
。
そ
の
有
様
を
前
章
と

同
じ
く
標
記
の
英
文
の
書
物
の
記
述
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

マ
ノ
ア
谷
の
日
本
人
農
家

マ
ノ
ア
谷
の
中
央
東
区
画
に
入
植
し
た
日
本
人
移
民
は
家
庭
奉
公
や
小
事
業

で
生
計
を
立
て
た
。
砂
糖
耕
地
か
ら
来
た
他
の
一
世
は
独
立
農
業
に
従
事
し

た
。
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
地
所
が
一
九
二

年
代
に
マ
ノ
ア
谷
の
西
側
の
奥
二

四

エ
ー
カ
ー
の
小
地
面
の
賃
貸
を
始
め
た
時
、
こ
れ
ら
一
世
は
少
な
い
所
得
を
市



場
向
け
の
野
菜
や
花
の
栽
培
業
者
に
な
る
の
に
賭
け
た
。
一
九
二

年
代
の
小

さ
な

型
エ
ン
ジ
ン
や
他
の
タ
イ
プ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
大
量
生
産
に
よ
り
、
自
動

運
搬
具
が
マ
ノ
ア
日
本
人
農
業
を
可
能
に
し
、
農
民
は
容
易
に
生
産
物
を
ホ
ノ

ル
ル
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
三
一
年
ま
で
に
お
よ
そ
二
百
の
日
本
人
家
族
が
マ
ノ
ア
谷
に
住
み
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
野
菜
や
花
の
栽
培
に
従
事
し
て
い
た
。
市
場
向
け
野
菜
園
は
一

四
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
ま
た
三
人
の
日
本
人
の
酪
農
業
者
が
い

た
。
そ
の
う
ち
二
人
は
マ
ノ
ア
谷
で
ミ
ル
ク
を
売
っ
て
い
た
。
マ
ノ
ア
に
い
る

こ
れ
ら
二
百
家
族
の
日
本
人
は
、
谷
の
西
側
の
涼
し
く
雨
の
多
い
奥
の
方
で
日

本
人
農
家
と
家
族
の
小
さ
な

居
留
地

を
作
り
始
め
た
。
最
奥
の
中
央
部
に

は
バ
ナ
ナ
栽
培
場
が
あ
り
何
人
か
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
耕
作
し
て
い
た
。
中
国

人
が
中
央
部
の
タ
ロ
イ
モ
畑
を
通
常
は
借
地
で
、
徐
々
に
管
理
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
中
国
人
の
タ
ロ
耕
作
者
の
多
く
は
実
際
に
は
谷
に
住

ま
ず
、
定
期
的
に
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
中
華
街
か
ら
通
勤
し
て
い
た
。
対
照
的
に

イ
ワ
サ
キ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
シ
ゲ
ト
と
ヤ
エ
ジ
ュ
は
他
の
多
く
の
日
本
人
家
族

と
同
様
、
子
供
達
と
一
緒
に
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
上
マ
ノ
ア
谷

に
住
み
耕
作
し
た
。

シ
ゲ
ト
・
イ
ワ
サ
キ
は
一
八
九
六
年
に
生
ま
れ
、
一
九

二
年
に
日
本
か
ら

ハ
ワ
イ
島
に
移
住
し
た
。
妻
の
ヤ
エ
ジ
ュ
は
一
九

年
に
生
ま
れ
た
。
シ
ゲ

ト
・
イ
ワ
サ
キ
は
一
九
一
九
年
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
離
れ
て
一
年
後
ヤ
エ

ジ
ュ
と
結
婚
し
た
。
一
九
二
五
年
ま
で
に
イ
ワ
サ
キ
夫
妻
は
マ
ノ
ア
谷
に
来

て
、
そ
こ
で
三
エ
ー
カ
ー
の
借
地
で
七
人
の
子
供
を
養
っ
た
。
シ
ゲ
ト
は
こ
う

回
想
し
て
い
る
。

私
は
大
根
、
人
参
、
さ
や
豆
、
洗
い
も
、
ご
ぼ
う
な
ど
野

菜
の
み
を
栽
培
し
ま
し
た
。
私
達
は
夜
に
起
き
ま
し
た
。
二
時
頃
に
は
リ
バ
ー

街
の
卸
売
市
場
の
注
文
に
応
じ
る
た
め
に
出
発
し
て
走
り
下
り
ま
し
た
。
家
に

戻
る
の
は
六
時
頃
か
ら
七
時
頃
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
い
つ
も
カ
レ
ッ
ジ
・

ヒ
ル
地
域
で
庭
仕
事
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
達
は
最
初
荷
馬
車
で
、
後
に
は

私
達
の
ト
ラ
ッ
ク
と
な
っ
た
ス
タ
ー
・
セ
ダ
ン
型
自
動
車
で
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に

行
き
ま
し
た
。

一
世
の
農
民
は
多
く
の
自
助
共
同
体
の
堅
い
結
束
を
作
り
上
げ
た
。

私
達

は

（
北
マ
ノ
ア
農
業
組
合
）
を
持

ち
ま
し
た

と
シ
ゲ
ト
は
説
明
し
た
。

そ
こ
で
定
期
的
に
会
い
ま
し
た
。
そ

の
目
的
は
暴
風
雨
の
後
、
橋
や
家
が
被
害
を
受
け
た
時
な
ど
、
お
互
い
に
助
け

合
う
た
め
で
し
た
。
私
達
は
皆
一
緒
に
岩
や
丸
石
を
集
め
て
片
付
け
ま
し
た
。

最
初
六
五
人
の
会
員
が
い
ま
し
た
。

シ
ゲ
ト
・
イ
ワ
サ
キ
が
作
っ
た
上
マ
ノ
ア
谷
の
日
本
人
居
住
者
の
地
図
は
、

一
九
三

年
代
に
八
九
家
族
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
多
く
は
一

九
一
五
年
頃
の
早
く
か
ら
住
ん
で
い
た
。
一
九
一

一
九
一
五
年
に
来
た
人

達
は
ラ
ン
タ
ナ
が
深
く
覆
っ
て
い
た
の
を
見
た
が
、
イ
ワ
サ
キ
が
来
た
時
ま
で

に
は
そ
れ
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
近
所
の
息
子
の
一
人
が
後
に
有
名
に
な
っ

た
。
ア
リ
ヨ
シ
の
家
族
は
第
二
次
大
戦
中
に
イ
ワ
サ
キ
家
の
上
手
の
バ
ナ
ナ
地

域
に
引
っ
越
し
て
き
た
。

若
い
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
リ
ヨ
シ
は
の
ち
の
州
知
事
で

あ
る

。
ゲ
ー
ル
・
イ
ワ
サ
キ
・
カ
ゲ
ヤ
マ
は
思
い
出
し
た
。

彼
は
マ
ノ
ア
・

ス
ク
ー
ル
に
行
か
ず
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
高
校
に
行
っ
た
。
す
ぐ
に
学
生
団
体
の
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会
長
に
立
候
補
し
た

。

農
場
の
仕
事
は
す
べ
て
両
親
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

七
人
の
子
供
達
は
農
場
で
一
生
懸
命
に
働
い
た

と
、
シ
ゲ
ト
は
強
調
し

た
。

い
つ
で
も
、
彼
等
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
、
パ
ン
二
個
を
食
べ
、
仕
事
を

始
め
た

。

子
供
達
は
マ
ノ
ア
・
ス
ク
ー
ル
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、
マ
ノ
ア
平
和
学
園
に

行
き
、
日
本
語
学
校
に
は
他
の
時
間
に
行
っ
た
。
農
場
で
の
仕
事
は
午
後
四
時

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
多
く
の
二
世
の
子
供
達
と
同
様
に
、
イ
ワ
サ
キ
家
の
子

供
達
は
マ
ノ
ア
・
ス
ク
ー
ル
で
英
語
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ー
ム
を
も
ら
っ
た
。

ゲ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

一
九
二
八
年
に
、
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ー

ス
ト
・
ネ
ー
ム
は
強
制
で
あ
っ
た
。
私
達
は
こ
れ
が
（
ハ
ワ
イ
）
準
州
法
で
あ

る
と
告
げ
ら
れ
た
。
イ
ワ
サ
キ
家
の
子
供
達
は
本
当
に
ア
メ
リ
カ
の
名
前
を
つ

け
た
。
ダ
ニ
エ
ル
（
ボ
ー
ン
に
因
み
）、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
（
大
統
領
に
因
み
）、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
因
み
）、
リ
チ
ャ
ー
ド
と
い
う
名
前
が
、

生
ま
れ
た
と
き
病
院
で
与
え
ら
れ
た
。
私
達
は
大
統
領
ほ
ど
目
立
つ
こ
と
を
し

な
か
っ
た
。

イ
ワ
サ
キ
家
の
子
供
達
の
外
出
の
多
く
は
お
金
を
稼
ぐ
の
と
関
係
し
て
い

た
。
ゲ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
達
は
く
ち
な
し
、
ひ
な
菊
、

生
姜
で
作
っ
た
レ
イ
を
卒
業
式
の
時
に
売
り
ま
し
た
。
私
達
は
腕
に
レ
イ
を
か

け
て
歩
道
に
立
ち
ま
し
た
。
戦
没
将
兵
記
念
日
に
は
共
同
墓
地
に
花
を
売
り
に

行
き
ま
し
た
。
い
つ
も
ベ
レ
タ
ニ
ア
街
と
プ
ナ
ホ
ウ
街
の
角
に
立
ち
、
通
行
人

に
花
束
を
呼
び
売
り
し
て
い
ま
し
た
。
時
々
は
一
軒
ご
と
花
を
売
り
歩
き
ま
し

た
。
歩
道
に
あ
る
マ
ン
ゴ
ー
を
盗
ん
で
家
に
戻
り
ま
し
た
。
私
達
は
走
る
の
が

速
か
っ
た

。

感
謝
祭
の
間
、
両
親
は
息
子
達
を
連
れ
て
山
に
入
り
、
赤
い
西
洋
ヒ
イ
ラ
ギ

の
実
、
と
き
わ
木
、
テ
ィ
（
セ
イ
ネ
ン
ボ
ク
）
の
葉
を
ク
リ
ス
マ
ス
の
リ
ー
ス

の
準
備
の
た
め
取
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
は
皆
で
シ
ラ
イ
シ
さ
ん
の
後
の

山
に
行
き
、
ハ
ー
プ
（
シ
ダ
の
葉
）、
竹
、
ユ
ー
カ
リ
の
葉
を
取
っ
て
、
新
年

に
食
べ
る
餅
の
下
に
敷
く
モ
ロ
バ
（
両
葉
？
）
を
作
っ
た
。
私
達
は
西
洋
き
ょ

う
ち
く
と
う
、
松
、
竹
、
を
探
し
て
、
お
寺
の
正
面
入
り
口
に
置
か
れ
て
い
る

祭
壇
の
花
や
門
松
を
作
っ
た
。
他
の
家
族
と
一
緒
に
新
年
に
向
け
て
の
行
事
と

し
て
餅
を
つ
い
た
。
幾
人
か
が
餅
を
大
き
さ
に
切
っ
て
、
他
の
人
が
形
を
作
っ

た
。
私
達
は
と
て
も
面
白
か
っ
た

。

シ
ゲ
ト
・
イ
ワ
サ
キ
に
と
っ
て
一
年
の
特
別
行
事
が
お
正
月
で
あ
っ
た
。

毎
年
、
私
達
は
農
家
の
中
央
に
あ
る
テ
ン
ト
の
中
で
新
年
会
を
や
り
ま
し

た
。
後
に
は
ム
ラ
モ
ト
家
の
土
地
の
大
き
な
部
屋
で
や
り
ま
し
た
。
私
達
は
そ

の
土
地
を
借
り
て
建
物
を
建
て
ま
し
た
。
私
達
の
仲
間
は
年
に
一
度
ず
っ
と
新

年
会
で
会
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
話
、

若
い
世
代
が
来
る
こ
と
、
音
楽
、
歌
、
お
い
し
い
食
べ
物
、
た
く
さ
ん
の
喜

び
。
私
達
は
よ
く
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
た
が
、
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
と
言
っ
て

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た

。

も
う
一
つ
の
娯
楽
は
写
真
で
あ
っ
た
。
イ
ワ
サ
キ
家
に
は
カ
メ
ラ
が
あ
り
、

家
の
近
く
に
暗
室
が
あ
り
、
写
真
現
像
の
手
順
を
知
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
マ
ノ

ア
の
過
去
の
歴
史
資
料
に
役
立
つ
多
く
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。



食
料
を
購
入
す
る
た
め
に
金
を
工
面
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
イ
ワ
サ
キ

氏
は
、
マ
ノ
ア
・
ロ
ー
ド
の
五
番
目
の
角
に
あ
る
フ
ジ
セ
商
店
で
、
毎
月
百
ポ

ン
ド
の
米
を
二
袋
と
時
々
六
つ
の
塊
の
パ
ン
を
買
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い

る
。
ゲ
ー
ル
も
記
憶
し
て
い
る
よ
う
に
、

私
達
は
土
地
か
ら
な
る
物
は
ど
ん

な
も
の
で
も
食
べ
た
。
大
豆
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
、
自
分
の
家
の
庭
か
ら
良
い

食
料
が
と
れ
た
。
私
達
は
鶏
肉
以
外
の
肉
を
そ
ん
な
に
食
べ
な
か
っ
た
。
卵
や

大
根
も
食
べ
た

。

電
気
が
一
九
三
五
年
に
イ
ワ
サ
キ
農
場
に
き
た
。
電
話
は
一
九
四

年
代
半

ば
に
取
付
ら
れ
た
。
料
理
は
木
を
燃
や
す
ス
ト
ー
ブ
で
行
っ
た
。
周
り
に
た
く

さ
ん
あ
っ
た
材
木
の
薪
を
使
っ
た
。
結
局
、
便
所
は
家
の
中
と
外
の
両
方
に

持
っ
た
。
快
適
さ
は
イ
ワ
サ
キ
家
に
徐
々
に
や
っ
て
き
た
が
、
郵
便
配
達
は
な

か
っ
た
。
子
供
達
が
日
本
語
学
校
か
ら
郵
便
物
を
持
っ
て
帰
っ
た
。

ヨ
シ
カ
ワ
家
は
上
マ
ノ
ア
谷
で
一
九
二
六
年
か
ら
始
め
た
日
本
人
家
族
で

あ
っ
た
。
イ
ワ
サ
キ
家
の
土
地
の
上
手
で
今
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
パ
ー
ク
の
す
ぐ

近
く
で
あ
る
。
彼
ら
は
八

十
エ
ー
カ
ー
の
急
こ
う
配
の
土
地
を
耕
し
、
一
人

の
女
の
子
と
四
人
の
男
の
子
の
家
族
を
養
っ
た
。
彼
ら
は
一
九
三
九
年
に
農
業

を
あ
き
ら
め
て
、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
の
入
口
に
あ
る
プ
ハ
ラ
・
ラ
イ
ズ
に
引
っ
越

し
、
イ
ー
ス
ト
・
マ
ノ
ア
・
ロ
ー
ド
に
給
油
所
を
開
い
た
。

上
マ
ノ
ア
谷
の
イ
ワ
サ
キ
と
ヨ
シ
カ
ワ
お
よ
び
他
の
八
七
の
日
本
人
家
族

は
、
み
な
大
家
族
を
養
い
、
ホ
ノ
ル
ル
に
野
菜
と
花
を
供
給
す
る
の
に
大
い
に

貢
献
し
た
。
彼
ら
は
今
（
二
十
）
世
紀
の
前
半
の
間
、
肥
え
た
ま
ま
の
土
地
を

保
っ
た
。
そ
の
土
地
は
最
初
三
ヶ
年
、
そ
の
後
は
毎
月
ご
と
の
借
地
契
約
で

あ
っ
た
。

マ
ノ
ア
の
人
口
が
増
加
し
住
宅
不
足
が
土
地
の
価
格
を
押
し
上
げ
た
た
め

に
、
農
地
と
し
て
よ
り
も
土
地
を
分
割
し
て
利
用
す
る
方
が
よ
り
有
益
と
な
っ

た
。
マ
ノ
ア
・
ロ
ー
ド
か
ら
分
か
れ
オ
ア
フ
大
通
り
の
奥
に
あ
る
プ
カ
オ
マ
オ

マ
オ
地
域
に
あ
る
い
く
ら
か
の
農
地
は
、
早
く
も
一
九
四
八
年
に
新
し
い
地
域

に
な
っ
た
。
二
十
年
以
内
に
郊
外
居
住
者
が
ほ
ぼ
全
部
、
日
本
人
農
家
に
取
っ

て
代
わ
る
だ
ろ
う
。
彼
等
が
マ
ノ
ア
の
変
幻
き
わ
ま
り
な
い
過
去
に
消
え
て
い

く
よ
う
に

（

）
。（
括
弧
内
は
筆
者
。
筆
者
訳
）

文
中
の
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
前
掲
の

防
長
人
土
発
展
鑑

（
一
九

三
六
年
）
を
み
る
と
、
マ
ノ
ア
地
区
に
住
む
山
口
県
出
身
者
の
住
所
（
連
絡
先
）

が

東
マ
ノ
ア
日
本
語
学
校
内

ま
た
は

北
マ
ノ
ア
平
和
学
園
内

と
な
っ
て

い
る
の
は
、
広
い
範
囲
内
で
個
人
の
家
に
郵
便
物
が
配
達
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
こ
の
記
述
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

北
マ
ノ
ア
農
業
組
合

の
記
録
に
み
る
日
本
人
農
家

北
マ
ノ
ア
農
業
組
合
（

）
に
つ
い
て

は
、
一
九
二

年
に
日
本
か
ら
や
っ
て
き
て
上
部
マ
ノ
ア
谷
に
住
む
農
民
達
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
彼
等
は
お
互
い
を
知
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
ま
さ
か
の
時

に
助
け
合
う
必
要
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
お
葬
式
の
助
け
合
い
や
豪
雨
の
時
の
洪

水
を
防
ぐ
た
め
に
石
の
壁
を
助
け
合
っ
て
作
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
主
な
年

中
行
事
と
し
て
、
全
部
の
家
族
に
よ
る
世
代
を
超
え
た
新
年
会
が
あ
っ
た
。
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こ
の
組
合
の
記
録
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
一
九
二

年
か
ら
一
九
七
四
年
ま
で

日
本
語
で
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
設
立
当
初
（
一
九
二

年
）
の
日
誌
に
よ
る
と
組
合
の
役
員
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

組

合

長

竹
下
鶴
彦

副
組
合
長

西
猪
之
作

書

記

上
野
傳
蔵

会

計

中
野
秋
太
郎

監

査

村
本
鉄
蔵

評
議
員

村
上
仙
太
郎

小
林
彦
次
郎

脇
坂
招
次

上
野
巳
之
次

井
ノ
本

宇
太
郎
、
井
田
寅
蔵

会
長
の
竹
下
は
、
前
章
の

布
哇
日
本
人
年
鑑

（
一
九
一
二
年
）
で
す
で
に

村
本
鉄
蔵
と
と
も
に
農
場
主
と
し
て
名
前
が
で
て
い
る
。
発
足
当
初
の
会
員
は
五

五
名
と
あ
り
、
前
節
中
の
シ
ゲ
ト
・
イ
ワ
サ
キ
は
岩
崎
重
人
と
思
わ
れ
、
メ
ン

バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
五
六
名
（
後
の
入
会
者
を
含
む
）
の
原
籍
も
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
県
別
で
み
る
と
熊
本
二

名
、
広
島
一
二
名
、
山
口
一
一
名
、
福

岡
五
名
、
愛
媛
三
名
、
新
潟
二
名
、
岩
手
・
富
山
・
鹿
児
島
各
一
名
で
あ
る
。
竹

下
や
岩
崎
も
熊
本
の
出
身
で
、
熊
本
県
出
身
者
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
二

年
の
日
本
人
年
鑑
に
み
る
職
業
と
出
身
地

布
哇
日
本
人
年
鑑
（
第
十
七
回
）
（
布
哇
新
報
社
、
一
九
二

年
）
の

在

布
哇
日
本
人
々
名
録
（
ホ
ノ
ル
ル
市
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
達
の
う
ち
住
所

が
マ
ノ
ア
と
な
っ
て
い
る
人
物
の
職
業
と
出
身
地
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

な
結
果
を
得
た
。

ま
ず
出
身
県
に
つ
い
て
は
、
多
い
順
に
熊
本
五
五
人
、
山
口
三
八
人
、
広
島
二

五
人
、
福
岡
九
人
、
福
島
六
人
、
新
潟
・
沖
縄
各
五
人
、
愛
媛
三
人
、
神
奈
川
二

人
、
岩
手
・
宮
城
・
京
都
・
島
根
・
大
分
・
鹿
児
島
各
一
人
で
あ
っ
た
。
や
は
り

ハ
ワ
イ
全
体
と
同
様
に
西
日
本
の
四
県
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
沖
縄
県
が
少
な
い

の
が
注
目
さ
れ
る
。
全
体
人
数
は
一
五
四
人
で
あ
る
が
、
熊
本
・
山
口
の
両
県
の

み
で
六

％
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
職
業
の
内
訳
は
表

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
と
く
に
野
菜
業
・
菜
園
業
・

順位 職業 人数

野菜業

農業

園丁（庭園働）

奉公

家庭奉公（女）

菜園業

労働

バナナ栽培業

雑貨商店主

商店（会）員

（白人）コック

事業

花園業

大工

養豚業

表 マノア日本人職業別統計

人以下のもの省略。
布哇日本人年鑑（第十七回）（布哇

新報社、 年）の 在布哇日本人々
名録（ホノルル市） より飯田作成。



バ
ナ
ナ
栽
培
業
・
花
園
業
・
養
豚
業
な
ど
農
業
関
係
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
ま
た
、

家
庭
奉
公
（
と
く
に
女
性
）、
コ
ッ
ク
な
ど
の
仕
事
が
目
立
つ
。
全
体
と
し
て
近

郊
農
業
地
域
の
様
相
を
呈
し
、
商
店
は
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

職
業
と
出
身
地
と
の
関
係
で
は
、
と
く
に
多
数
を
占
め
て
い
た
熊
本
出
身
者
に

つ
い
て
は
、
野
菜
業
が
一
一
名
、
農
業
が
九
名
、
菜
園
業
が
六
名
と
多
く
そ
れ
ぞ

れ
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
山
口
県
出
身
者
も
野
菜
業
・
農
業
が
各

五
名
で
最
も
多
く
、
花
園
業
は
全
体
四
名
の
う
ち
三
名
が
山
口
県
で
あ
る
。

な
お
、
前
節
の
マ
ノ
ア
農
業
組
合
の
記
録
に
み
る
五
六
名
の
会
員
の
う
ち
こ
の

人
名
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
二
四
名
で
あ
る
（
一
族
と
思
わ
れ
る
者
も
含

む
）。
う
ち
役
員
で
あ
っ
た
竹
下
、
西
、
村
上
な
ど
四
名
は
菜
園
業
、
小
林
、
脇

坂
な
ど
六
名
は
野
菜
業
、
村
本
、
上
野
（
二
人
）、
井
ノ
本
、
井
田
な
ど
七
名
が

農
業
で
、
中
野
は
オ
ア
フ
生
産
会
社
会
計
と
あ
り
、
こ
の
農
業
組
合
の
関
係
の
あ

る
会
社
と
思
わ
れ
る
。
他
に
花
園
業
、
バ
ナ
ナ
栽
培
業
、
養
鶏
業
や
雑
貨
商
、
事

業
、
運
転
士
な
ど
も
み
ら
れ
る
が
、
農
業
以
外
の
仕
事
の
も
の
に
つ
い
て
は
職
業

を
変
更
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
運
転
士
と
あ
っ
た
大
久
保
長
吉
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
経
歴
の
持
主
で
あ
っ
た
。

新
潟
県
北
蒲
原
郡
加
治
村

に
生
れ
、
明
治
三
十
九
年
五
月
来
布
、
各
種
の
事
業
に
携
わ
っ
て
奮
闘
し
、
昭
和

の
初
め
現
在
の
地
に
花
作
業
を
始
め
て
今
日
に
至
る
。

と
あ
る
（

）
。
一
九
二

年

当
時
は
運
転
士
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
花
園
業
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

森
田
榮

布
哇
五
十
年
史

（
眞
榮
館
、
一
九
一
五
年
）
に
次
の
よ
う
に
み
ら
れ

る
。

熱
帯
国
の
一
な
る
も
布
哇
は
四
時
貿
易
風
の
為
め
に
住
み
能
き
常
夏
の
地

に
し
て
、
草
花
の
如
き
其
種
類
も
亦
甚
だ
多
し
、
布
哇
に
於
け
る
之
等
の
生
花
栽

培
業
は
日
本
人
の
独
占
す
る
所
に
し
て
、
花
園
専
業
と
し
て
相
当
の
成
功
を
遂
げ

し
者
も
亦
尠
な
か
ら
ず
、
而
し
て
斯
業
栽
培
者
の
多
く
は
ホ
ノ
ル
ゝ
附
近
に
し

て
、
野
菜
業
者
の
副
業
と
し
て
栽
培
す
る
も
の
亦
多
し
、
花
の
種
類
は
多
け
れ
ど

も
就
中
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
、
ロ
ー
ズ
、
百
合
花
、
ア
ス
タ
ー
等
は
重
な
る
も
の
に

て
、
日
本
種
類
も
尠
な
か
ら
ず
、
殊
に
日
本
菊
の
如
き
良
品
を
出
せ
り

（

）

。
場
所

は
特
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、
日
本
人
が
相
当
さ
か
ん
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
バ
ナ
ナ
栽
培
業
の
岡
部
喜
一
（
山
口
県
）
お
よ
び
矢
野
熊
太
郎

（
福
岡
県
）
は

布
哇
日
本
人
写
真
帖

（
一
九
一
六
年
）
に
彼
等
の
農
園
の
写

真
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

経
営
者
矢
野
岡
部
両
氏
は
明
治

三
十
九
年
三
月
渡
航
ホ
ノ
ル
ル
府
マ
ノ
ア
に
於
て
芭
蕉
栽
培
業
を
経
営
し
目
下
一

万
数
千
株
あ
り
て
年
々
多
大
の
利
益
を
収
め
つ
ゝ
あ
り

（

）

。

四

一
九
二
二
年
発
行
の
日
本
語
新
聞
記
事
に
み
る
マ
ノ
ア
の
日
本
人

当
時
の
日
本
語
新
聞
で
あ
る

日
布
時
事

の
一
九
二
二
年
九
月
一
九
日
（
第

七
四
七

号
）
と
そ
の
翌
日
の
二
号
に
わ
た
り
、
巡
回
記
者
に
よ
る
地
方
訪
問
記

の
シ
リ
ー
ズ
で
マ
ノ
ア
地
方
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
を
以
下
に
掲
載
す
る
。

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

マ
ノ
ア
地
方
在
住
者

独
立
事
業
家
も
多
く
邦
人
は
約
一
千
人
在
住
す
【
一
】
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マ
キ
キ
ハ
イ
ト
の
右
側
か
ら
眼
下
す
る
と
、
マ
ノ
ア
は
一
の
箱
庭
式
ガ
ー
デ

ン
で
あ
る
。
家
屋
の
構
造
、
緑
色
を
呈
し
た
庭
園
、
四
角
六
角
に
区
切
ら
れ
た

る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
、
赤
、
青
、
黄
、
白
の
種
々
様
々
に
咲
き
満
て
る

花
、
其
所
に
絶
え
ず
通
へ
居
る
マ
ッ
チ
箱
の
如
く
に
見
え
る
電
車
、
お
も
ち
ゃ

に
よ
く
似
た
黒
い
も
の
が
よ
く
馳
走
す
る
の
は
自
動
車
、
之
れ
即
ち
生
け
る
且

つ
動
く
一
幅
の
絵
画
で
あ
る
。

山
と
山
と
が
丁
度
蹄
鉄
型
に
な
り
、
其
の
奥
に
は
二
三
條
の
瀧
が
見
え
る
。

其
の
流
れ
は
マ
ノ
ア
の
中
間
を
通
り
右
に
迂
廻
し
て
モ
イ
リ
リ
に
落
つ
。
道
路

は
右
と
左
に
分
れ
奥
へ
奥
へ
と
進
ん
で
い
る
。
奥
へ
入
る
に
従
っ
て
タ
ロ
田
が

あ
り
草
原
が
あ
り
牧
場
が
あ
り
野
菜
畑
が
あ
り
花
畑
が
あ
り
バ
ナ
ナ
畑
が
あ

る
。
タ
ロ
田
と
牧
場
を
除
け
ば
、
あ
と
は
全
部
同
胞
の
経
営
に
か
か
る
花
で
あ

り
野
菜
で
あ
り
バ
ナ
ナ
で
あ
り
秣
で
あ
る
。
或
は
養
豚
家
あ
り
養
鶏
家
あ
り
牛

乳
搾
乳
所
が
あ
る
。
之
れ
皆
同
胞
の
汗
と
油
と
力
と
の
賜
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。名

に
し
負
ふ
マ
ノ
ア
の
夜
の
に
じ
は
、
世
界
唯
一
の
美
し
い
虹
姫
の
出
現
と

し
て
、
二
重
三
重
に
橋
と
か
か
る
の
で
有
名
で
あ
る
。
其
の
有
名
な
マ
ノ
ア
谷

に
同
胞
が
約
一
千
名
近
く
居
る
。
事
業
家
が
六
七
十
名
。
家
数
が
約
二
百
余

軒
。
而
し
て
マ
ノ
ア
地
方
は
五
区
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
先
づ
第
一
区
内
に

は
、
上
下
が
あ
る
。
即
ち
北
マ
ノ
ア
と
南
マ
ノ
ア
で
あ
る
。
先
に
下
の
マ
ノ
ア

か
ら
紹
介
せ
ん
に
、
現
在
の
区
幹
事
は
林
氏
で
あ
る
。
林
氏
は
牛
と
鶏
を
飼
っ

て
い
る
が
記
者
の
訪
れ
た
際
は
、
可
愛
ら
し
い
子
牛
に
乳
を
与
へ
て
い
た
。

さ
う
で
す
ね
、
此
の
近
傍
に
は
廿
五
六
軒
あ
り
ま
す

と
快
く
答
へ
た
。

即
ち
藤
瀬
商
店
を
初
め
、
秣
を
刈
っ
て
い
る
中
村
、
自
動
車
運
転
手
の
比
嘉
、

パ
イ
プ
仕
事
を
す
る
片
嶋
、
川
上
の
両
氏
、
大
工
職
の
吉
岡
、
増
田
の
両
氏
、

野
菜
屋
の
両
中
村
、
其
の
他
事
業
家
日
雇
人
も
多
数
あ
る
が
名
を
列
記
せ
ば
荒

川
、
神
山
、
岡
谷
、
池
田
、
樽
本
、
高
見
、
楠
野
、
二
ノ
宮
、
藤
本
、
松
村
、

草
村
、
市
山
、
渡
邊
、
梶
川
、
西
岡
の
諸
氏
が
其
れ
ぞ
れ
自
分
の
職
業
或
は
他

人
の
仕
事
に
従
事
し
て
居
る
。
そ
れ
よ
り
北
マ
ノ
ア
に
到
れ
ば
野
菜
作
り
業
者

が
多
い
。

区
幹
事
は
西
伊
之
助
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
マ
ノ
ア
瀧
の
下
に
居
住
し
て
い
る

の
で
中
々
（
？
）
遠
い
。
何
時
も
中
間
の
脇
坂
氏
宅
集
会
す
る
と
云
ふ
こ
と
で

同
氏
を
訪
ふ
。
相
に
く
留
守
中
で
他
の
人
に
問
ふ
。
野
菜
業
と
し
て
は
、
村

上
、
竹
下
、
松
本
、
宮
本
、
池
上
、
平
嶋
、
村
川
、
小
田
、
嘉
屋
、
木
村
、

林
、
小
林
、
上
野
、
松
浦
、
脇
坂
、
村
本
、
遠
山
、
明
石
花
屋
、
福
田
兄
弟
、

同
姓
違
人
の
竹
下
、
林
、
松
本
の
諸
氏
。
バ
ナ
ナ
栽
培
者
は
岡
邊
、
住
田
、
岩

井
、
加
瀬
、
森
本
諸
氏
が
居
る
。
其
の
他
区
会
に
加
入
せ
ざ
る
人
に
は
大
重
、

竹
嶋
、
木
村
の
諸
氏
が
居
る
と
い
ふ
。
其
所
を
辞
し
て
か
ら
約
二
哩
（
マ
イ

ル
）
を
迂
廻
し
て
第
二
区
の
沖
村
氏
を
訪
問
。

沖
村
幸
吉
氏
は
、
第
二
区
幹
事
で
あ
る
が
此
の
人
も
相
憎
家
内
全
部
が
留

守
。
仕
方
な
く
直
裏
の
亀
本
氏
に
面
会
し
て
問
へ
ば

多
分
皆
で
外
出
で
せ

う

と
云
ふ
。
来
意
を
明
ら
か
に
し
て
質
せ
ば
、
氏
は
喜
び
招
い
て
答
へ
て
呉

れ
た
花
作
り
専
門
の
米
重
氏
を
始
め
に
、
他
は
主
に
野
菜
作
り
業
で
あ
る
。
即

ち
沖
村
、
亀
本
、
川
岡
、
青
野
、
坂
本
乳
屋
、
石
井
、
岡
本
、
大
亀
、
門
廣
、

住
田
、
原
田
、
進
藤
、
野
見
山
、
秋
山
、
里
方
の
諸
氏
で
あ
る
が
自
分
で
土
地

は
西
伊
之
助

村

上

竹
下

松
本

宮
本

平
嶋

村
川

小
田

嘉
屋

木
村

、
小
林
、
上
野
、
松
浦
、
脇
坂
、
村
本
、
遠
山
、
明
石
花
屋
、
福
田
兄
弟

の
竹
下

は
岡
邊

、
岩

井

は
大
重

木
村



を
買
収
し
て
家
業
を
い
そ
し
ん
で
い
る
の
は
、
沖
村
、
亀
本
、
野
見
山
の
三
氏

で
あ
る
。
大
抵
は
リ
ー
ス
で
あ
る
と
云
ふ
が
其
付
近
一
帯
は
実
に
綺
麗
で
あ

る
。緑

の
山
よ
り
吹
き
お
ろ
す
、
つ
め
た
い
風
は
、
綺
麗
に
整
え
ら
れ
た
野
菜

畑
、
花
畑
の
上
を
撫
で
て
少
し
も
暑
さ
を
感
じ
な
い
と
い
ふ
此
の
地
所
に
居
住

し
て
専
心
事
業
に
携
は
っ
て
、
永
く
居
る
人
は
十
五
六
年
短
く
て
も
七
八
年
は

定
住
し
て
い
る
。
つ
め
た
き
土
を
踏
ん
で
朝
夕
事
業
の
発
展
に
努
力
し
、
花
又

は
野
菜
物
の
太
く
伸
び
る
が
如
く
、
種
子
を
蒔
い
て
か
ら
収
穫
を
得
る
ま
で
の

楽
み
は
、
実
際
に
他
人
の
知
ら
な
い
事
で
あ
る
。
然
し
或
る
年
は
天
候
に
依
り

不
作
、
或
る
年
は
上
作
と
、
こ
れ
も
自
然
の
成
す
が
儘
に
任
し
て
来
た
と
い

ふ
。田

園
生
活
者
も
矢
張
り
同
じ
く
物
価
騰
貴
の
際
は
、
野
菜
物
で
も
好
況
で

あ
っ
た
が
本
年
に
至
っ
て
余
り
儲
け
が
な
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
此
の
地
の
山

の
根
一
帯
は
、
ヂ
リ
ン
ガ
ム
氏
の
土
地
で
あ
る
が
ロ
ッ
ト
と
し
て
日
本
人
に
は

売
ら
な
い
と
云
ふ
。
主
に
白
人
ば
か
り
で
あ
っ
て
大
部
分
は
分
割
的
に
売
払
は

れ
て
い
る
が
、
総
て
住
宅
地
で
あ
る
と
、
け
れ
ど
未
だ
未
開
地
が
多
数
あ
っ
て

将
来
は
益
々
発
展
の
見
込
め
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

亀
本
氏
の
裏
は
支
那
人
所
有
の
墓
地
で
あ
る
。
綺
麗
に
掃
き
清
め
ら
れ
、
墓

所
好
き
の
記
者
は
暫
し
茫
然
と
眺
め
た
。
其
処
を
辞
し
て
よ
り
約
一
哩
を
戻
り

第
三
区
に
属
す
る
所
謂
マ
ノ
ア
村
に
到
る
此
の
村
に
商
店
を
開
い
て
居
る
の

は
、
沖
永
商
店
、
岡
村
商
店
、
益
水
商
店
、
毛
利
理
髪
店
等
で
あ
る
が
、
同
胞

の
最
も
多
数
固
ま
っ
て
居
る
の
で
村
と
名
付
け
る
所
以
で
あ
る
。

日
布
時
事

第
七
四
七
一
号
（
一
九
二
二
年
九
月
二

日
）

同
【
二
】

マ
ノ
ア
第
三
区
の
区
幹
事
は
金
子
増
吉
氏
で
、
前
に
は
マ
ノ
ア
日
本
語
学
校

が
あ
る
。
校
長
は
大
濱
太
氏
、
名
誉
学
務
委
員
長
勝
沼
富
造
氏
、
副
委
員
長
沖

村
幸
吉
氏
、
書
記
中
野
秋
太
郎
氏
、
会
計
村
井
秀
五
郎
氏
、
其
の
他
学
務
委
員

二
十
一
名
、
学
童
は
現
在
百
八
十
名
、
教
員
は
大
濱
氏
夫
妻
で
あ
る
。

谷
間
の
里
は
何
と
な
く
日
が
短
い
心
地
が
す
る
。
太
陽
が
マ
キ
キ
ハ
イ
ト
に

隠
れ
、
灰
色
の
密
雲
奥
の
山
の
頂
上
を
蔽
ひ
、
山
気
冷
々
と
し
て
身
に
迫
る
夕

暮
頃
、
独
り
た
ど
た
ど
大
濱
氏
を
訪
れ
た
の
は
六
時
頃
で
あ
っ
た
。
氏
は
快
く

語
る

左
様
、
マ
ノ
ア
は
当
校
を
中
心
と
し
て
、
何
事
に
依
ら
ず
父
兄
諸
氏
と

共
に
一
致
し
て
や
っ
て
居
り
ま
す
。
就
職
以
来
未
だ
尚
ほ
一
ヶ
年
で
あ
り
ま
す

が
市
中
と
違
ひ
ま
し
て
此
の
マ
ノ
ア
村
は
実
際
平
和
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
外

人
が
入
り
込
ん
で
居
ら
ず
、
周
囲
の
感
化
も
非
常
に
良
好
で
亦
質
朴
で
す
か
ら

時
局
問
題
な
ん
か
起
る
と
総
て
真
面
目
に
研
究
し
共
同
一
致
夫
れ
に
当
る
と
い

ふ
有
様
で
す
。
又
マ
ノ
ア
青
年
会
、
処
女
会
も
あ
り
ま
し
て
創
立
未
だ
三
ヶ
年

で
あ
り
ま
す
が
、
総
て
真
面
目
に
事
に
当
り
漸
次
発
展
し
て
行
き
ま
す
。
処
女

会
で
も
其
の
通
り
各
自
の
修
養
に
或
る
時
は
名
士
に
依
頼
し
て
講
演
会
を
開

き
、
或
る
時
は
会
合
を
催
し
て
親
睦
懇
談
に
努
め
、
段
々
と
発
展
し
て
居
り
ま

す
云
々

マ
ノ
ア
青
年
会
に
て
は
毎
月
第
二
土
曜
日
集
会
を
催
し
、
第
三
土
曜
日
に
は

活
動
写
真
を
映
写
す
る
。
此
の
近
傍
の
人
々
は
市
中
へ
出
る
に
も
遠
く
、
出
や

う
と
も
し
な
い
の
で
一
般
居
住
者
の
慰
安
に
資
す
る
爲
め
、
教
育
的
フ
ィ
ル

記
中
野
秋
太
郎
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ム
、
滑
稽
フ
ィ
ル
ム
其
の
他
面
白
き
も
の
を
選
ん
で
映
写
す
る
と
い
ふ
。
場
所

は
青
年
会
会
館
に
当
て
た
家
屋
が
あ
る
の
で
、
其
処
に
集
会
を
催
し
映
写
し
又

お
互
ひ
に
知
識
の
修
養
に
努
め
て
い
る
。
活
動
写
真
映
写
の
際
は
幾
分
か
の
寄

付
を
募
集
し
て
夫
れ
夫
れ
に
当
て
る
方
法
を
に
な
っ
て
い
る
。
亦
月
に
一
回
は

フ
リ
ー
で
一
般
の
観
覧
に
供
す
る
事
に
し
て
い
る
と
。

同
会
の
理
事
長
は
米
重
芳
太
郎
氏
、
副
理
事
長
山
中
正
一
氏
、
理
事
古
関
泰

次
、
中
嶋
茂
吉
、
会
計
渡
邊
一
雄
、
監
査
梶
山
徳
松
、
書
記
沖
永
三
郎
の
諸
氏

で
あ
る
が
、
各
部
所
に
は
文
芸
部
荒
木
直
人
、
柔
道
部
後
藤
正
雄
、
運
動
部
山

中
、
娯
楽
部
沖
本
、
矯
風
部
講
演
部
米
重
の
諸
氏
、
而
し
て
顧
問
と
し
て
は
大

濱
校
長
、
沖
村
第
二
区
長
の
両
氏
で
あ
る
。
現
在
会
員
が
約
三
十
名
あ
る
と
云

ふ
。処

女
会
は
、
会
長
梶
山
キ
ミ
ヨ
、
副
会
長
中
村
シ
ズ
ノ
、
会
計
沖
村
ミ
ネ

ヨ
、
書
記
竹
下
シ
ズ
コ
、
顧
問
と
し
て
大
濱
氏
が
居
る
。
会
員
は
現
在
廿
二
三

名
で
あ
る
と
。
処
女
会
も
同
じ
く
毎
月
第
二
日
曜
日
集
会
を
催
し
て
前
記
の
如

く
、
親
睦
を
計
り
各
自
の
修
養
に
努
め
お
互
ひ
の
向
上
を
計
る
に
あ
る
。
尚
ほ

大
濱
校
長
の
語
る
所
に
依
れ
ば
、
青
年
会
処
女
会
に
て
は
集
会
の
時
日
に
は
必

ず
規
定
の
人
員
が
規
定
の
時
刻
に
誤
り
な
く
集
合
す
る
事
が
何
よ
り
も
好
感
を

与
え
、
秩
序
的
に
事
を
運
ん
で
行
く
と
云
ふ
所
を
見
て
も
如
何
に
真
面
目
で
質

朴
で
あ
る
か
が
判
る
と
語
っ
た
が
、
実
際
に
周
囲
の
感
化
が
斯
の
如
く
あ
る
事

を
訪
問
の
際
、
実
験
し
た
一
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
地
方
に
居
住
し
て
い
る
婦
人

方
が
、
道
を
問
ひ
人
名
を
問
ふ
際
に
わ
ざ
わ
ざ
出
て
来
て
家
を
教
へ
道
を
教
え

て
下
さ
る
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
良
風
と
な
っ
て
子
女
に
伝
は
る
事
実
は
明
ら
か

で
あ
る
。
濃
情
と
親
切
と
良
民
と
は
都
会
を
離
れ
た
平
和
の
村
に
の
み
あ
る
事

を
痛
切
に
感
じ
た
。
田
園
生
活
の
人
生
味
は
真
に
此
所
に
あ
る
の
で
あ
る
。

第
三
区
に
於
け
る
定
住
者
は
白
人
家
庭
奉
公
人
、
日
雇
人
も
多
数
あ
る
。
金

子
、
高
橋
、
中
嶋
、
上
田
、
谷
口
、
福
谷
、
梶
山
、
竹
嶋
、
崎
田
（
タ
ロ
田
所

有
者
）、
福
田
、
宮
邊
、
西
養
豚
、
嶋
田
、
山
見
牛
乳
搾
取
所
、
立
山
、
有

泉
、
木
村
、
海
、
大
濱
、
藤
中
、
梅
谷
、
岩
崎
、
斎
藤
が
二
名
、
後
藤
、
泉

本
、
阿
部
、
森
本
、
益
永
、
香
川
、
倉
西
、
金
子
、
山
本
、
米
重
、
岡
村
、
沖

永
、
内
田
、
丸
山
、
城
戸
二
名
、
澤
井
、
清
田
、
上
村
、
兒
嶋
、
毛
利
、
岡

本
、
岡
村
、
栗
原
牛
乳
屋
の
五
十
軒
余
あ
り
、
此
の
外
区
会
に
入
っ
て
な
い

人
々
も
居
住
し
て
い
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

第
四
区
に
は
、
電
車
道
十
四
番
の
角
よ
り
二
軒
目
、
リ
ン
ゼ
ー
氏
邸
宅
に
勤

務
し
て
い
る
木
戸
慶
太
郎
氏
が
居
る
。
氏
は
マ
ノ
ア
五
区
に
お
け
る
区
長
に
推

薦
さ
れ
在
住
同
胞
の
為
に
尽
力
し
て
い
る
人
で
あ
る
。
記
者
が
訪
問
し
た
際

は
、
マ
ノ
ア
に
於
け
る
同
胞
の
所
在
地
及
び
以
前
に
事
業
家
が
、
農
業
組
合
を

組
織
し
て
居
り
、
而
し
て
相
互
間
の
利
益
を
計
り
、
又
は
親
睦
を
深
か
ら
し
め

ん
が
為
め
、
同
会
が
組
織
さ
れ
て
あ
っ
た
事
実
を
詳
細
に
語
っ
て
呉
れ
た
。
而

し
て
事
業
家
の
方
は
、
区
幹
事
と
し
て
西
田
久
吉
氏
が
居
り
、
家
庭
奉
公
人
の

方
に
は
木
戸
氏
が
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

木
戸
氏
の
語
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
第
五
区
は
殆
ん
ど
奉
公
人
が
多
数
で
あ
っ

て
始
終
出
代
り
し
て
い
る
の
で
姓
名
を
調
査
し
て
も
永
く
は
其
の
家
庭
に
居
る

や
否
や
は
判
ら
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
し
現
在
で
は
奉
公
婦
人
が
六
七

十
名
も
居
る
と
い
ふ
。
亦
日
雇
人
も
廿
四
五
名
も
あ
る
と
。（
以
下
略
）

、
竹
嶋



（
傍
線
、
網
掛
け
、
太
字
は
筆
者
。
網
掛
け
は
北
マ
ノ
ア
農
業
組
合
の
メ
ン

バ
ー
、
太
字
は

布
哇
日
本
人
年
鑑
（
第
十
七
回
）
（
布
哇
新
報
社
、
一
九
二

年
）
の
人
名
録
に
記
載
さ
れ
た
人
物
を
示
す
）

文
中
の
マ
ノ
ア
日
本
語
学
校
校
長
で
あ
る
大
濱
太
は

布
哇
日
本
人
銘
鑑

（
一
九
二
七
年
）
に
よ
る
と
、

原
籍
地
は
広
島
県
安
芸
郡
海
田
市
町

で

明

治
四
十
五
年
広
島
県
立
第
一
中
学
を
卒
業
、
補
習
科
一
年
を
就
業
広
島
県
師
範
学

校
第
二
部
に
入
り
大
正
三
年
こ
れ
を
卒
へ
て
教
員
生
活
に
入
り
大
正
六
年
七
月
十

二
日
招
聘
さ
れ
て
来
布
す
る
ま
で
広
島
県
安
芸
郡
青
崎
尋
常
小
学
校
に
教
鞭
を

執
っ
て
い
た
、
布
哇
の
人
と
な
る
や
加
哇
（
カ
ウ
ア
イ
）
島
ハ
ナ
ペ
ペ
日
本
語
学

校
に
赴
任
し
大
正
十
年
一
月
転
じ
て
ホ
ノ
ル
ル
中
央
学
院
訓
導
と
な
る
、
同
年
九

月
マ
ノ
ア
日
本
語
学
校
長
に
転
じ
大
正
十
三
年
十
一
月
フ
ォ
ー
ト
学
園
長
と
な
り

て
今
日
に
至
る
（
以
下
略
）

（

）

と
あ
る
。
ハ
ワ
イ
は
広
島
県
出
身
者
が
最
も
多

か
っ
た
関
係
か
ら
か
日
本
語
学
校
長
も
広
島
県
出
身
者
が
多
く
、
彼
も
そ
の
一
人

で
あ
っ
た
。

な
お

日
布
時
事
布
哇
年
鑑

一
九
二
七
年
版
に
は
、
各
種
団
体
の
中
に

マ

ノ
ア
區
會

と
い
う
の
が
み
ら
れ
、
理
事
長
・
坂
本
源
次
郎
、
副
理
事
長
・
木
村

信
太
郎
、
会
計
・
遠
山
作
太
郎
、
書
記
・
竹
島
才
次
郎
、
米
重
芳
太
郎
、
監
査
・

末
広
柳
太
郎
、
有
泉
竹
次
郎
と
あ
り
、
ほ
ぼ
上
掲
の
新
聞
記
事
中
に
登
場
す
る
人

物
で
、
坂
本
は
牛
乳
屋
で
あ
る
（
広
告
参
照
）。
同
じ
広
告
に
み
ら
れ
る

東
マ

ノ
ア
組
合

は
、
会
長
森
本
周
一
、
書
記
原
田
禎
一
、
会
計
青
野
代
蔵
の
名
が
同

年
鑑
に
あ
り
、
彼
等
は
新
聞
記
事
で
は
第
二
区
の
住
人
の
た
め
、
お
そ
ら
く

東

マ
ノ
ア
組
合

は
そ
の
あ
た
り
に
存
在
し
た
組
合
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
同
年

鑑
に
は

マ
ノ
ア
青
年
会

は
組
織
名
の
み
、

北
マ
ノ
ア
農
業
組
合

は
な
ぜ

か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

マ
ノ
ア
地
方
は
五
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
第
一
区
は
上
部
マ
ノ
ア
で
さ
ら
に
南

北
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
北
マ
ノ
ア
は
野
菜
栽
培
業
者
が
多
く
、

北
マ

ノ
ア
農
業
組
合

の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
含
ま
れ
る
。

図

の

の
地
域
で
、
谷
の
奥
に
あ
た
り
涼
し
い
気
候
が
野
菜
作
り
に
適
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
区
は
亀
本
氏
の
裏
が
中
国
人
墓
地
と
あ
る
の
で
、
図

の

の
辺
り
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
も
第
一
区
と
同
様
に
野
菜
や
花
の
栽
培
を
中

心
と
し
た
農
業
が
さ
か
ん
で

東
マ
ノ
ア
組
合

を
組
織
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
第
三
区
は
図

の
上
部
、
マ
ノ
ア
日
本
人
小
学
校
の
あ
た
り
で
、
マ
ノ
ア
日

本
人
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
雑
貨
店
や
理
髪
店
な
ど
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。
定
住
者
は
家
庭
奉
公
や
日
雇
人
が
多
か
っ
た
。
図

の
下
部
に
あ
た
る
日
本

人
町
の
モ
イ
リ
リ
に
近
い
第
四
区
、
第
五
区
は
さ
ら
に
奉
公
人
、
日
雇
人
が
多

く
、
定
住
者
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

マ
ノ
ア
地
域
は
ワ
イ
キ
キ
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
の
に
、
ほ
と
ん
ど
の
観
光
客
に

知
ら
れ
て
い
な
い
。
ハ
ワ
イ
大
学
の
奥
に
あ
た
り
、
筆
者
も
ほ
と
ん
ど
行
く
機
会

が
な
い
。
し
か
し
行
っ
て
み
る
と
、
ワ
イ
キ
キ
な
ど
街
中
の
喧
騒
と
は
う
っ
て

変
っ
た
静
か
な
雰
囲
気
で
、
い
に
し
え
の
ハ
ワ
イ
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
と
く
に
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図 （上部マノア谷）



注（

）

最
新
布
哇
案
内

、
布
哇
案
内
社
、
一
九
二

年
、
三
八

四

頁
。

（

）

（

）
松
田
元
介

防
長
人
士
発
展
鑑

、
山
都
房
、
一
九
三
六
年
、
七
七
二

七
七
三

頁
。

（

）
彼
に
つ
い
て
は
、
藤
井
秀
五
郎

大
日
本
海
外
移
住
史

第
一
編

布
哇

、
海

外
調
査
会
、
一
九
三
七
年
、
下
編
一
六

一
七
頁
に
、

明
治
十
年
八
月
廿
八
日
に

神
奈
川
県
横
浜
市
青
木
町
に
生
れ
、
同
三
十
二
年
四
月
に
布
哇
に
来
り
、
布
哇
島

コ
ナ
及
パ
パ
ア
ロ
ア
に
一
ヶ
年
暮
し
て
後
、
ホ
ノ
ル
ル
に
出
で
法
律
事
務
を
執
る

傍
ら
、
多
年
ホ
テ
ル
街
ヌ
ア
ヌ
街
角
に
牧
野
薬
舗
（
後
ピ
ー
プ
ル
ス
・
ド
ラ
ッ
グ

と
改
称
）
を
経
営
、
其
他
に
も
種
々
の
事
業
に
関
係
し
た
。
大
正
元
年
一
二
月
に

は
日
刊
新
聞
布
哇
報
知
社
を
創
立
し
て
新
聞
界
に
乗
り
出
し
、
苦
戦
奮
闘
廿
数

年
、
其
努
力
は
遂
に
酬
ひ
ら
れ
て
今
日
の
大
を
為
す
に
至
る
、（
以
下
略
）

と
あ

る
。

（

）

（

）
前
掲
注
（

）、
八
八
頁
。

（

）
森
田
榮
。

布
哇
五
十
年
史

、
眞
榮
館
、
一
九
一
五
年
、
六
一
四
頁
。

（

）
小
野
寺
徳
治
他
編

布
哇
日
本
人
発
展
写
真
帖

、
米
倉
彦
五
郎
、
一
九
一
六

年
、
一
九
二
頁
。

（

）
曽
川
政
男

布
哇
日
本
人
銘
鑑

、
同
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
、
七
四
頁
。

ワ
イ
オ
リ
・
テ
ィ
ー
・
ル
ー
ム
で
は
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
庭
園
に
囲
ま
れ
、
過
ぎ
し

日
の
マ
ノ
ア
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
か
つ
て
日
本
人
農
家
が
集
ま
っ

て
い
た
面
影
は
ま
っ
た
く
な
く
、
い
ま
は
優
雅
な
邸
宅
や
緑
の
庭
園
の
並
ぶ
ホ
ノ

ル
ル
の
郊
外
住
宅
地
な
の
で
あ
る
。
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郎
三
林

内
案

業
實
哇
布

、
社
響
反

ナ
コ

り
よ
）
年

航
渡

哇
布

民
移

本
日

報
官

誌
念

記
年

十
五

、
事

哇
布

日
り

よ
）

年
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